
Research Abstracts on Spatial Information Science 
CSIS DAYS 2019 

- 34 - 

B15 

サプライチェーンを考慮した東京都市圏物流施設の年類型別立地分析 
 

中道 久美子 1，○衣 然 2，川崎 智也 1，花岡 伸也 1 
1 東京工業大学 環境・社会理工学院，2 東京工業大学 工学部 

連絡先: < nakamichi.k.aa@m.titech.ac.jp>  Web: < http://www.ide.titech.ac.jp/~hanaoka/> 
 
(1) 動機：世界最大の人口と経済規模を持つ東京都市

圏において，産業・経済や人々の暮らしと密接に

関係がある物流を把握することが重要である．一般

的に中流施設は短期的に立地が変化するため立

地誘導施策の影響を受けにくい一方で，特に工場

等の上流施設は，歴史的な経緯等の物流効率や

用地確保以外の要因でも立地しており，施設創設

年で分けて立地選択分析を行うことも重要である．

しかし，サプライチェーンと施設創設年で分けた分

析は行われていない．そこで，本研究では，物流

施設をサプライチェーン上の位置と施設創設年類

型別で分類し，立地選択モデルにより年類型別に

物流施設の立地選好とサプライチェーン上の位置

との関係を解明することを目的とする． 
(2) 方法：2013 年に行われた第 5 回東京都市圏物資

流動調査の搬出搬入票を用い，搬出元・搬出先の

施設種類に基づき，20,750 の物流施設をサプライ

チェーンの上流・中流・下流に分類 1)する．年類型

は，メッシュデータの整備年と経済動向を考慮し，

10～15 年間隔とする．分析単位は 3 次メッシュ（可

住地面積が 0/不明，夜間人口が 0/不明を除く

19,844 個）とし，立地選択モデルは既往研究の離

散選択モデル 2)をベースに構築し，説明変数には

既往研究 1)を参考に追加・整理して設定した． 
(3) 結果：本研究では，物流施設をサプライチェーン上

の位置で分類して立地選択モデルを構築し，年類

型別に影響を及ぼす変数の違いを明らかにした．

表１は，年類型別の立地選択モデルの推定結果の

一部である．これらの結果から，工業団地や用途

地域との相関性は年類型別に異なる傾向を示し，

最近の施設は，すべての施設に対し有意性を持つ

ため，立地誘導の際に重点的に考慮する必要があ

ることが分かった．上流施設と下流施設の立地誘

導には地価を考慮する必要がある．最近の中流施

設は空港の近くに立地する傾向があることから，中

流施設の立地誘導政策に空港を考慮する必要が

ある．同じサプライチェーンの位置の施設でも各業

種への近接性は年類型によって異なる傾向を示す

ことから，時代の変化に応じて需要に適応する施

策が必要となる． 
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表 1： 年類型別の立地選択モデルの推定結果の一部（左：2005 年以降，中：1995～2005 年，右：1985～1995 年） 

    
p 値 0.001：***， 0.01：**， 0.05：* 


